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皆
さ
ん
、「
地
産
地
消
」
っ
て
ご
存

じ
で
す
か
。
地
域
で
生
産
し
た
も
の

を
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で
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富士市の農業

そ
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の
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た
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を
生
産
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地
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そ
れ
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の
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質
に
合
っ
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さ
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ミ
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。
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取
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お
い
し
い
シ
ラ
ス
を
皆
さ
ん
に

田
子
の
浦
漁
業
協
同
組
合
の
主
な
水
揚
げ

は
、
シ
ラ
ス
で
す
。

シ
ラ
ス
漁
の
漁
期
は
、
三
月
二
十
一
日
か

ら
翌
年
一
月
十
四
日
ま
で
で
す
。
朝
五
時
四

十
五
分
、
二
十
七
隻
の
シ
ラ
ス
船
が
一
斉
に

漁
場
へ
向
か
い
ま
す
。
そ
し
て
船
が
戻
る
と
、

七
時
こ
ろ
か
ら
、
競
り
に
か
け
ら
れ
ま
す
。

船
は
一
そ
う
ず
つ
網
を
お
ろ
し
、
十
五
分

く
ら
い
か
け
て
網
を
引
き
上
げ
ま
す
。
生
き

た
シ
ラ
ス
を
そ
の
ま
ま
氷
の
入
っ
た
か
ご
へ

入
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
に
よ
り
新
鮮
で
お
い
し

く
食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
一
年
か
ら
毎
年
、
九
月
の
最
終
日

曜
日
に
「
田
子
の
浦
漁
協
し
ら
す
祭
」
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
祭
り
は
、
地
元
で
多
く

と
れ
る
シ
ラ
ス
の
宣
伝
も
兼
ね
、
皆
さ
ん
に

シ
ラ
ス
の
お
い
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
お
う
と

い
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
シ
ラ
ス
漁
の
最
盛
期
を
迎
え

ま
す
。
田
子
の
浦
の
お
い
し
い
シ
ラ
ス
を
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
ね
。

田子の浦漁業協
同組合組合長

外
と

山
やま

廣文さん

地
元
で
と
れ
た
農
産
物
は
、
地
元

で
消
費
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

次
に
、
消
費
の
視
点
か
ら
お
話
を

聞
い
て
み
ま
し
た
。

富士中央青果株式会社
常務取締役

坂野　友
とも

廣
ひろ

さん
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自
分
の
畑
の
野
菜
を
使
っ
て
い
ま
す

三
年
前
、
地
域
に
直
売
所
が
で
き
、
会
員
に
な

っ
た
地
元
の
人
々
が
品
物
を
持
ち
込
み
ま
す
。

私
た
ち
は
、
家
の
畑
で
と
れ
た
野
菜
を
使
っ
て
、

調
理
し
、
そ
れ
を
直
売
所
で
売
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
漬
物
や
切
り
干
し
な
ど
、
昔
か
ら
家
で
つ
く

っ
て
い
た
物
を
売
る
人
も
い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ

ん
は
、
お
客
さ
ん
に
喜
ば
れ
る
も
の
を
提
供
し
よ

う
と
、
生
き
生
き
と
し
て
い
ま
す
よ
。

安
全
で
安
心
な
物
を

野
菜
な
ど
、
使
用
す
る
食
材
の
半
分
く
ら
い
は
、

直
売
所
で
買
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
だ
れ
が

つ
く
っ
て
い
る
の
か
名
前
を
表
示
し
て
い
る
の
で
、

安
心
し
て
買
え
ま
す
。
ま
た
最
近
は
、
ス
ー
パ
ー

で
も
、
同
様
の
表
示
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
食
品
が
、

ど
こ
か
ら
来
た
の
か
わ
か
る
と
安
心
で
す
ね
。

口
に
入
る
物
を
提
供
し
て
い
る
の
で
、
安
全
で

安
心
な
物
を
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
近
、
地
域
で
つ
く
っ
た
物
を
地
域
で
消
費
し
よ
う
と

い
う
こ
と
が
、
全
国
的
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
富
士
市
で
も
、
地
元
の
皆
さ
ん
に
地
元
の
物
を
食

べ
て
も
ら
お
う
と
、
地
域
に
直
売
所
な
ど
を
設
け
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
こ
と
し
の
一
月
に
、
地
元
の

物
を
小
学
生
に
食
べ
て
も
ら
お
う
と
、
学
校
給
食
に
富
士

市
産
の
ミ
カ
ン
を
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昔
は
、
今
の
よ
う
に
流
通
が
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
地
域
で
と
れ
た
物
は
地
域
で
食
べ
て
い
ま
し
た
。
ま

新
芽
の
黄
緑
色
が
鮮
や
か
な
茶
畑
、

稲
穂
が
黄
金
色
に
輝
く
田
ん
ぼ
。
思

い
浮
か
べ
る
実
り
の
光
景
は
、
ど
こ

か
心
が
安
ら
ぎ
ま
す
。

地
産
地
消
は
、
農
業
の
活
性
化
に

つ
な
が
り
、
そ
れ
は
元
気
な
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
に
感

じ
ま
す
。

私
た
ち
の
街
で
育
っ
た
農
産
物
を

目
に
し
た
ら
、
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
皆
さ
ん
で
、
地
場
産
品
を

応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

直売所に商品を出している

小山　享
きょう

子
こ

さん（右・大淵）

勝亦 安
やす

江
え

さん（左・大淵）

飲食店を開いている

木村　剛
たけ

士
し

さん（右・三ツ沢）

木村　恭
やす

代
よ

さん（左・荒田島）

ＪＡ富士市営農課
課長

飯塚　清
きよ

孝
たか

さん

さ
に
「
地
産
地
消
」
が
行
わ
れ
て
い
た
と
言
え
ま
す
。
そ

れ
が
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、
全
国
だ
け
で
な
く
、
世

界
各
地
か
ら
農
産
物
が
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
新
鮮
・
安
心
と
い
う
理
由
か
ら
、
地
場
の
物
を
応
援

し
よ
う
と
い
う
動
き
が
出
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
実
際
は
「
地
産
地
消
」
が
す
べ
て
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
市
の
現
状
を
見
て
み
る
と
、
年
々
、
生
産
者
は

減
少
し
て
い
ま
す
。
収
穫
量
や
生
産
さ
れ
る
種
類
に
も
限

り
が
あ
る
た
め
、
市
民
全
員
の
食
材
を
地
場
産
品
で
賄
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、「
目
に
し
た
ら
」「
機
会
が
あ
れ
ば
」
と
い

う
具
合
に
購
入
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
地
場
産
品
の
消
費
が
、
富
士
市
の
農
業
の
活

性
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
地

場
産
品
を
応
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

地産地消は
農業の活性化に　
つながります
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問い合わせ　生涯学習課　155-2783

海は安らぎを与えてくれるだけでなく、時には試練も与えます。
新しい仲間と洋上研修をしていく中で、「規律」「責任感」「協調性」
を学び、心に残る夏休みにしてみませんか。

と　き 7 月29日e～ 8 月 1 日a 3 泊 4 日　　※ 7 月 4 日aに事前研修（半日）を行います

緑豊かな岩手県雫石町で33年前、多くの富士市民の生命が犠牲となった飛行機事故があ
りました。その後、慰霊行事などの交流が行われてきました。今年度から両市町の交流と
団体活動を通して、次代を担う少年たちの交流事業がスタートします。

対　象 市内の小学 5 ・6 年生40人　　参加費 7,000円　　

交流内容 両市町合同による交流会、慰霊の森清掃、自然体験、野外活動、ホームステイ体験など

申し込み 6 月上旬から公募します。募集案内を 5 月下旬ころ、各小学校に配布します
※応募者多数の場合は 6 月中旬に抽せんを行います。結果は応募者全員に通知します。

（ 6 ）

と　き　 7 月27日c～ 7 月31日g 4 泊 5 日
7 月19日bに事前研修（ 1 日）
8 月28日gに事後研修（半日）を行います

行き先 沖　縄（気象条件によりコースが変更となる場
合があります）

使用船 にっぽん丸（ 2 万1,903トン）
研修内容 講義（ 船長講話、英会話レッスン）、寄港地　

（沖縄）学習、体験発表やグループでの話し合い
学習、応急救護などの体験学習、洋上レクリエ
ーションによる仲間づくりなど

対　象 ①中学生　480人 （市内に在住している人。過
去に参加した人も可。ただし、応募者多数の場合は初
めての人優先）
②高校生・青年 48人（市内在住・在学・在勤の30歳
以下の人。青年として 3 年以上継続して乗船すること
はできません）

参加費 4万8,000円
申し込み 5 月10日b～26日dに申込書（生涯学習課、
各公民館、青少年センターで配布）を直接または郵送
で、〒417-8601富士市教育委員会生涯学習課へ

※応募者多数の場合、6 月 1 日に抽せんを行います。
結果は応募者全員に通知します。

しずく い し



惣 そう
ぞ
う 

静
岡
県
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

富
士
支
部
（
通
称
・
富
士
飲
食
組
合
）

で
は
、
組
合
に
加
盟
し
て
い
る
飲
食
店

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
三
月
十
八
日

か
ら
組
合
独
自
の
「
グ
ル
メ
券
」
の
発

行
を
始
め
ま
し
た
。

こ
の
グ
ル
メ
券
は
一
枚
五
百
円
。
市

内
に
あ
る
組
合
の
加
盟
店
の
う
ち
、
六

十
店
舗
で
利
用
が
で
き
ま
す
。
特
定
の

食
事
に
限
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
和
食
、

洋
食
、
居
酒
屋
、
喫
茶
店
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
店
舗
で
気
軽
に
使
え
る
便
利
さ

が
特
徴
で
す
。

同
組
合
富
士
支
部
長
の
渡
邉
　
　
さ

ん
は
、「
組
合
単
位
で
独
自
の
グ
ル
メ
券

を
発
行
し
て
い
る
団
体
は
、
全
国
的
に

も
初
め
て
。
グ
ル
メ
券
を
多
く
の
皆
さ

ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
飲

食
業
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
店
側
か
ら
気
持

ち
の
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
努
力

を
す
る
こ
と
で
、
利
用
し
た
皆
さ
ん
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
と
と
て
も
う
れ
し

い
で
す
ね
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
新
し
い
取

り
組
み
。「
今

後
は
、
富
士

吉
原
支
部
、

富
士
宮
支
部

な
ど
と
も
共
同
し
て
、
グ
ル
メ
券
が
広

域
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
」

と
、
今
後
の
発
展
に
期
待
を
寄
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

グ
ル
メ
券
は
、
各
取
扱
店
舗
の
ほ
か
、

市
内
の
ギ
フ
ト
シ
ョ
ッ
プ
、
ス
ポ
ー
ツ

店
、
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
も

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

友
達
や
家
族
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
イ

ベ
ン
ト
の
景
品
な
ど
に
、
地
元
な
ら
で

は
の
「
グ
ル
メ
券
」
を
利
用
し
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。

★
グ
ル
メ
券
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

静
岡
県
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

富
士
支
部
　
1
六
一
ー
一
九
六
六

▲
グ
ル
メ
券
は
、
こ
の

ス
テ
ッ
カ
ー
の
張
っ

て
あ
る
店
舗
で
利
用

で
き
ま
す
。

お便りください
このコーナーは、皆さんの意見や地域の話題をお届けして
います。広報広聴課155－2700へご連絡ください。

（ 7 ）

富
士
市
・
富
士
宮
市
・
芝
川
町
が
共
同
で
、
浜
名
湖
花
博

に
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ガ
ー
デ
ン
を
出
展

四
月
八
日
か
ら
浜
松
市
村
櫛

む
ら
く
し

町
で
開

幕
し
た
浜
名
湖
花
博
。
花
の
色
や
香
り

を
楽
し
ん
だ
り
、
花
を
写
真
に
お
さ
め

た
り
と
、
思
い
思
い
に
草
花
に
触
れ
る

人
々
で
連
日
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

富
士
市
・
富
士
宮
市
・
芝
川
町
の
二

市
一
町
に
よ
る
「
富
士
地
域
浜
名
湖
花

博
推
進
協
議
会
」
で
は
、
こ
の
浜
名
湖

花
博
の
浜
名
湖
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
ク
内
に
、

「
ロ
マ
ン
の
風
　
ま
る
ご
と
富
士
」と
題

し
た
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ガ
ー
デ
ン
を
出
展
し

て
い
ま
す
。

「
花
の
富
士
山
」
を
中
心
と
し
た
こ

の
庭
園
は
、
富
士
市
民
の
花
で
あ
る
バ

ラ
を
は
じ
め
、
富
士
宮
市
の
カ
エ
デ
や

フ
ジ
ザ
ク
ラ
、
芝
川
町
の
竹
な
ど
が
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
富
士
山
を
軸
と
し

た
、
緑
豊
か
な
潤
い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る

二
市
一
町
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
花
の
富
士
山
」
の
両
側
に
は
、

富
士
山
に
か
か
る
雲
と
天
気
予
報
を
多※

肉
植
物
で
表
現
し
た
額
縁
も
設
置
し
、

富
士
山
の
裾
野
に
広
が
る
二
市
一
町
な

ら
で
は
の
、
富
士
山
の
豆
知
識
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

こ
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ガ
ー
デ
ン
は
、
浜

名
湖
花
博
の
開
催
中
、
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
浜
名
湖
花
博
を
訪
れ
る
際
に
は
、

ぜ
ひ
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

※
多
肉
植
物
…
サ
ボ
テ
ン
な
ど
の
よ
う
に
、

葉
や
茎
に
多
量
の
水
分
を
含
む
植
物

【
浜
名
湖
花
博
開
催
期
間
】

四
月
八
日
〜
十
月
十
一
日

九
時
三
十
分
〜
十
七
時
三
十
分
（
七

月
二
十
日
〜
八
月
二
十
二
日
は
十
八

時
三
十
分
ま
で
）

★
浜
名
湖
花
博
全
般
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
は

み
ど
り
の
課
　
1
五
五
ー
二
七
九
三

パンジーやベゴニアなど、いろいろな花で
彩られた「花の富士山」が楽しめます

風が強くなると言われる
かさ雲「すえひろ笠

がさ

」を
多肉植物で表現

料
亭
か
ら
喫
茶
店
ま
で
、
気
軽
に
使
え
る

「
グ
ル
メ
券
」
を
富
士
飲
食
組
合
が
発
行
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平成16年 5 月 5 日号

水道料金 1,260円
（うち水道消費税額等）60円

下水道使用料 1,680円
（うち下水道消費税額等）80円

合計 2,940円

○納入期限　　 5 月31日�
（納入通知書は、今月中旬に郵送します）

○口座振替日　 5 月28日�

※納入は２か月に１度です（地区によって納入月が異なります） 問い合わせ　水道部営業課　1 55-2846

5月の水道料金・下水道使用料
～納入通知書でお支払いの皆さんへ～
消費税法が改正され、4 月 1 日から消費税の総額表示が義務づけられました。
これに伴い、 4 月納期分の納入通知書から表示が変わりました。

水道料金　　 1,200円
水道消費税額等　　60円
下水道使用料 1,600円
下水道消費税額等　80円
合計　　 2,940円

旧 新

第38回 富士市展
1 文化振興課　55-2874

身体機能の回復や余暇の充実を目
的として、開催します。
と　き 毎週木・金曜日　10:00～
ところ　フィランセ東館リハビリルーム
対　象　市内在住で原則として18～
39歳の肢体に障害があり、身体障
害者手帳を持っている人（40歳以
上の人でも相談に応じます）

定　員　 1 日15人程度　 参加費 無料
問い合わせ　電話で障害福祉課へ
※希望により送迎を行います。

と　き 10月 4 日b～10日aの 7 日間
行き先 ニュージーランド
対　象 市内在住の20～35歳の独身
勤労青年で、青年活動やまちづく
り、国際交流に興味のある人

定　員 5 人（応募者多数の場合抽せん）
参加費 9 万円
申し込み 5 月10日～31日に、申込

書（生涯学習課で配布）を直
接または郵送で、〒417-8601
富士市役所生涯学習課へ

「静岡県東部青年の翼」研修生
1 生涯学習課　55-2873

と　き 6 月 5 日g 10:00～14:00
※雨天の場合は 6 月12日g

ところ 富士マリンプール駐車場
対　象 市内在住・在勤・在学の20

歳以上の人（業者不可）
対象商品 家庭にある不用品でリサ
イクル商品として使用可能なもの。
手づくり商品及び食品（手づくり
品・缶詰なども含む）は不可

募集区画 100区画 1 区画車 4 台分　
2 台まで駐車可（応募者多数の場合抽せん）

参加費 1 区画　500円（当日徴収）
申し込み　 5 月28日f（必着）まで
にはがきに住所、氏名、年齢、勤
務先（市内か市外かを明記）、販
売商品を記入し、〒417-0843 田中
新田275-9 富士マリンプールへ

夏場のエネルギー消費を考えてみ
ませんか。優秀家庭は表彰し、環境

地球を考える環境家計簿
スマートファミリー認定参加家庭

1 環境政策課　55-2902

と　き
①第 1 期書道展（10:00～19:00）
6 月17日e～20日a

②第 2 期写真・工芸展（10:00～19:00）
7 月 1 日e～ 4日a

③第 3 期絵画・彫刻展（10:00～19:00）
7 月15日e～18日a

※各日曜日は16:00まで。
ところ　ロゼシアター展示室
出展料　1,000円
応募方法 ① 6 月14日b、② 6 月28
日b、③ 7月12日bの10:00～18:00
に直接会場に作品を搬入

※出品規定などは文化振興課までお
問い合わせください。

コース
市役所→消防防災庁舎→市立看護

専門学校→社会福祉センター田子浦荘→三四軒屋
緑道公園ディアナ号の錨

いかり

→小規模授産所まつぼ
っくり→富士マリンプール→市役所
と　き 6 月 8 日c 9:00～15:00ころ
対　象　市内在住・在勤の人　　
定　員 20人（応募者多数の場合は、
今年度初めての人を優先し、抽せん）

持ち物 昼食、水筒、雨具、筆記用具など
参加費 無料
申し込み はがきに参加する人の住
所、氏

ふり

名
がな

、年齢、電話番号（ 1 枚
のはがきで 2 人まで申し込みでき
ます）、「 6月 8 日見学希望」を記
入し、〒417-8601 富士市役所広報
広聴課「公共施設見学」係へ（ 5
月21日の消印有効）

※お子さま連れで参加希望する人は、
申し込み前にお問い合わせください。

個人参加公共施設見学
1 広報広聴課　55-2700

と　き 7 月25日、8 月22日、9 月 5
日・12日・19日・20日・26日

ところ　草薙総合運動場ほか
※障害区分や年齢によって競技種目
に制限がありますのでお問い合わ
せください。

第5回 静岡県障害者
スポーツ大会の参加者
1 障害福祉課　55-2911

対　象　平成16年 4 月 1 日現在で満
12歳以上の身体障害者・知
的障害者・精神障害者

申し込み　 5 月21日までに直接また
は電話で障害福祉課へ

※団体加入者は団体から申し込み。

リサイクル青空市（夏市）出店者
1 富士マリンプール　33-3400

家計簿を提出された人全員に認定証
や記念品を進呈します。
期　間 7 月～ 9 月（ 3 か月）
定　員 100世帯（応募者多数の場合抽せん）
申し込み　 6 月10日までに申込書
（環境政策課または各公民館で配
布）に必要事項を記入し、郵送ま
たはFAXで、〒417-8601 富士市役
所環境政策課へ　551-0522

と　き 5 月22日～ 6 月20日（休館
日を除く） 9:00～17:00

内　容 収集・保存に努めてきた県内
のたこや張り子、お面など郷土玩具
をはじめ、昔なつかしいブリキやプ
ラスチックのおもちゃ約200点の展示

入館料 大人　100円　小人　50円

思い出の玉手箱
～おもちゃいろいろ～展

1 市立博物館　21-3380

重度身体障害者（若年）
機能訓練利用者
1 障害福祉課　55-2911



平成15年度の公文書の公開請求
は、21件ありました。

※公文書公開窓口は、市役所 7 階総務課隣
にあります。気軽にご利用ください。
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小学校入学前の児童を養育してい
る人で、所得が一定未満の人は児童
手当が受けられます。現在受給して
いない人は申請してください。その
後所得審査を行い、手当が受けられ
るかどうか後日通知します。
〈児童手当支給月額〉
第 1・ 2子　月額　5,000円
第 3子以降　月額　 1万円

申し込み　印鑑と父親（母子家庭の
場合は母親）名義の通帳（郵便局
を除く）を持参し、児童福祉課へ

※申請日の翌月から支給します。ま
た、現在、国において制度改正が
審議されています。法律改正後、
対象となる世帯に通知します。

児童手当の申請を
1 児童福祉課　55-2763

精神障害者の生活圏を拡大するこ
とを目的にバス利用料金の一部を助
成します。
対　象　市内在住で精神障害者保健
福祉手帳の交付を受けている人

助成内容　富士急静岡バスの路線バス
で利用可能な乗車券（年間で3,000
円分のバスカード 2枚）を交付
申し込み 精神障害者保健福祉手帳
と印鑑を持参し障害福祉課へ

※代理人でも申請できます。

精神障害者の
バス利用料金を助成します

1 障害福祉課　55-2761

遠藤矢一 
藤 田 正 行 
小長井俊子 

加 来 澄 子 

鵜無ヶ淵303－10 
前田809－7 
伝法1122 
厚原183－1

22－5450 
63－6945 
51－1908 
71－5235

か　　く 

5 月17日～23日は春の行政相談強調
週間です。国や県、市などに対する苦
情、意見、要望を行政相談委員がお聞
きし、問題解決のお手伝いをします。
と　き 5 月21日f 10:00～15:00
ところ 原田公民館
※定例の相談は、毎月第 2・4金曜日
の13:00～15:00に市役所2階の市民
相談室で行っています。相談は面
接のほか電話や手紙でも受け付け
ています。

◆行政相談委員

春の行政相談強調週間
1 市民相談室　55-2750

市　長 

消防長 

教　育 
委員会 

合　計 

公
開
請
求 

件
　
　
数 

19

1

1

21

全
部
公
開 

決
　
　
定 

7

1

1

9

部
分
公
開 

決
　
　
定 
11

0

0

11

非
公
開 

決
　
　
定 

0

0

0

0

請
　
　
求 

取
下
げ 

1

0

0

1

公
開
の 

区
分 

 

実
施
期
間 

光化学オキシダントに
ご注意を！

1 環境保全課　55-2774
これから夏にかけて光化学オキシ

ダントが発生しやすくなります。光
化学オキシダントは人間の目やのど
を刺激します。また、農作物などに
被害を与えることもあります。光化
学オキシダントの注意報が出たら、
次のことに注意しましょう。
◎目やのどに刺激を感じたときは、
洗眼やうがいなどをしてください

◎屋外での運動は控えてください

環境クリーンセンターの法定点検
により熱源が供給停止となるため、
それに合わせプール槽清掃及び施設
内の設備点検を行いますので臨時休
館します。ご協力をお願いします。
休館期間 5 月20日（木）～25日（火）

温水プール臨時休館
1 温水プール　36-2131

総務省及び経済産業省では 6 月 1
日、事業所・企業統計調査、商業統
計調査及びサービス業基本調査を 1
枚の調査票で同時に行います。全国
の民営の事業所がすべて対象になり
ます。
この調査は、統計法に基づいて実

事業所・企業統計調査　商業統計調査
サービス業基本調査のお願い

1 総務課　55-2708

 5 月24日B 宮下 宮下 
月　　日　　   午　　　前　　　  午　　　後 

本市場 1・3 本市場 2・4 〃 28日F

浅間町 平垣町 2・3 6 月 1 日B

 〃 25日C 上横割 高島町 

蓼原町 1 
本市場新田 

 〃 27日E 蓼原町 2・4

塔の木 1 
川原宿 

平垣八幡町 
塔の木 2

 〃 31日B

水戸島南町 
水戸島上 

水戸島上南 
水戸島中 

 〃  3 日E

富士中島下 
中島新道町 

 〃  4 日F 富士中島上 

 〃 26日D 下横割北 下横割北・南 

水戸島下 
十兵衛北 

銀座町 
水戸島下 

 〃  2 日C

一斉防疫（希望した町内のみ実施）
1 環境衛生課　55-2768

（（市県民税・固定資産税））
5月17日B・18日C 17:00～19:00

1収税課（3階）55-2730

1国民健康保険課（3階）55-2753

（（国民健康保険税））
5月17日B・18日C 17:00～19:00

公文書の公開実施状況
1 総務課　55-2706

◎自動車の運転は自粛してください
◎農作物や動物に異常を認めたとき
は、農政課（155-2780）、林政課
（155-2783）またはみどりの課
（155-2793）へ連絡してください
★人体に異常を感じたときは、保健福
祉センター（164-8990）または環境
保全課、富士保健所（165-2206）
へ連絡してください。 と　き　平成17年 1 月 9 日a

受付13:30～　式典14:00～
ところ　ロゼシアター大ホール
対　象　市内在住の昭和59年 4月 2日～

昭和60年4月1日に生まれた人

平成17年　富士市成人式
1 生涯学習課　55-2873

施される国の重要な調査であり、提
出された調査票を、統計上の目的以
外に使用することはありません。5
月下旬から調査員が各事業所に伺い
ますので、ご協力をお願いします。

～～～～～
～～～～～～～～～

夜間納税相談～市役所～

自自自自動動動動車車車車税税税税のののの納納納納期期期期

5月11日～31日

1 富士財務事務所 65-2118



◆ 5 月23日A

◆ 5 月30日A

◆ 5 月 9 日A

◆ 5 月16日A

◆ 5 月 5 日D こどもの日　

〈内
ない

科
か

・小
しょう

児科
に　か

・外科
げ か

〉
救急
きゅうきゅう

医
い

療
りょう

センター 151-0099 津田
平
へい

日
じつ

19:00～翌 8:00
土
ど

曜
よう

日
び

14:00～翌 8:00
日
にち

曜
よう

祝
しゅく

日
じつ

9:00～翌 8:00
〈歯科

し か

〉
歯科医師
し か い し

会館
かいかん

153-5555 伝法
9:00～16:00
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平成16年 5 月 5 日号

5 月の休日当直医など

● ダイヤル当直医案内 151-9999 ●

と　き
① 5 月31日b ② 6 月26日g

③ 7 月30日f ④ 8 月30日b

⑤ 9 月29日d ⑥10月25日b

計 6回　①～④ 9:30～12:30
⑤・⑥13:15～16:00

ところ フィランセ西館 2 階調理室
内　容 高齢者向けの献立の工夫と

調理実習
対　象 高齢者または高齢者と同居

している家族で、調理がで
き、全日程出席できる人

定　員 30人
持ち物 材料費一部負担、筆記用具、
エプロン、三角巾、ふきん 2枚
申し込み 5 月21日までに電話で保

健福祉センターへ

高齢者食生活講座
1 保健福祉センター　64-8993

と　き 6 月10日～ 7 月 1 日　毎週
木曜日　18:30～20:30 計 4 回

市民歴史講座「地域の歴史 再発見」
～学ぼう身近な文化財～

1 文化振興課　55-2875

障害を持つ人たちの仲間づくりと
余暇活動を支援します。
と　き 6 月～平成17年 3 月
ところ　フィランセほか
内　容 華道、茶道、料理、コーラス、
体操、フライングディスクなど　

参加費　無料（ただし講座によって
は材料費・保険料などが必要です）

申し込み　 5 月20日までに電話また
はFAX、Eメールで障害福
祉課へ　553-0151

Efu-syougai@city.fuji.shizuoka.jp

平成16年度 富士市知的障害児（者）
カルチャー講座
1 障害福祉課　55-2761

甲種防火管理者資格付与講習会
1 消防本部予防課　55-2859

と　き 6 月29日c・30日d

9:00～16:30
※時間厳守（ 1 科目でも欠席すると
資格は与えられません）

ところ フィランセ西館 4階ホール
定　員 130人（先着順）

ところ ロゼシアター第 1 会議室
内　容 県内の万葉歌碑、考古学・民
俗学から見た文化財の学び方など

講　師 高木桂蔵さん（県立大学教授）ほか
定　員 80人（応募者多数の場合抽せん）
受講料 1,500円（全 4 回分）
申し込み 5 月28日までに（消印有
効）、往復はがきまたはEメールで、
住所、氏名、年齢、電話番号を記
入し、〒417-8601 富士市教育委員
会文化振興課へ（連名での申し込
みも可）
Eky-bunkashinkou@city.fuji.shizuoka.jp

と　き 6 月26日～ 9月18日（ 7 / 3、
8 / 7・14を除く）毎週土曜
日　10:00～11:30 計10回　

ところ 温水プール
対　象　小学生
定　員　30人（応募者多数の場合抽せん）
受講料　5,000円
申し込み　 6 月13日aの8:30～9:00
に本人または家族
が、受講料を持参
し温水プールへ

※申し込み時に印鑑
が必要です。

小学生水泳教室
1 温水プール　36-2131
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中島産婦人科医院

杉浦
　

眼科医院
よねやま耳鼻科医院
田 辺 接 骨 院

長谷川産婦人科医院
花崎眼科医院
井 上 医 院
二 宮 整 骨 院

宮　クリニック
加藤医院吉原分院
千葉耳鼻咽喉科医院

近 藤 接
　

骨 院

池田産婦人科医院
加 藤 医 院
芹沢クリニック
丸 山 接 骨 院

ロゼレディースクリニック
阿部眼科医院
華 陀 医 院
萩 原 接 骨 院

51－4188

65
　

－8500
53－6885
61－5490

53－7575
66－0100
921
（055）

－8765
53－8833

66－3731
57－3000
962
（055）

－3315

52－51
　

87

21－2228
34－0011
993
（055）

－8000
61－4720

60－5747
61－5810
53－5166
72－4524

青島町

川
　

成新町
永田町1
柚 木

吉 原 5
青葉町
沼 津
伝 法

松 岡
中央町1
沼 津

今 泉
　

3

石 坂
比 奈
裾 野
森 島

蓼 原
松 岡
伝 法
天 間

と　き 6 月 5 日g 9:00～12:00
ところ　市立博物館陶芸室
内　容 火おこし体験をし、粘土で
土器ペンダントなどをつくる

対　象　保育・幼稚園年少児から小
学生とその保護者（小学 4 年生以
上は 1 人でも参加できます）

定　員　親子20組40人程度（先着順）
参加費　100円（保険料含む）
持ち物　ドライヤー、軍手、ペンダ

ントに使うひも
申し込み　 5 月27日eの9:00から受
け付けます。電話で市立博物館へ

親子どきやき体験
1 市立博物館　21-3380

と　き　 6 月 1 日c 18:00～開場
18:30～開演

ところ ラ・ホール富士 5 階研修室
テーマ　「山下さんちの物語。共に

輝く女
ひと

と男
ひと

」
講　師 宝井琴桜

きんおう

さん（講談師）
定　員　150人　　受講料　無料
申し込み 5 月28日までに直接また

は電話で商業労政課へ
※託児あり（要予約、無料）。

はたらく男
ひ

女
と

の講座
1 商業労政課　55-2778

受講料　3,500円（テキスト代含む）
申し込み 5 月31日から受け付けま
す。月～金曜日の9:00～17:15に受
講申請書（消防本部予防課で配布）、
写真 1 枚（縦 4 ㎝×横 3 ㎝）、受講
料を持参し、消防本部予防課へ

5 月の教育委員会会議

5 月定例会を次のように開催します

と　き　 5 月18日c 9:30～
ところ 市役所 8階政策会議室

1 教育総務課　55-2865

の前日）までに、申込書（くぬぎの
里で配布）を郵送またはFAXで（電
話も可）、〒417-0801 大淵14282-1く
ぬぎの里へ 535-5592 135-5589

けい ぞう
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富士市マイホームセミナー
1 商業労政課　55-2778

①パソコン講座～ホームページ作成
と　き 6 月28日～ 9月13日　毎週
月曜日　19:00～21:00 計10回

対　象　市内在住・在勤の15～30歳
で簡単なパソコン操作ができる人

定　員　10人（応募者多数の場合抽せん）
受講料　1,600円（材料費）
②パソコン講座～エクセル初級
と　き 7 月 7 日～ 9 月15日　毎週
水曜日　19:00～21:00 計10回

対　象　市内在住・在勤の15～30歳
のエクセル初心者

定　員　10人（応募者多数の場合抽せん）
受講料　2,500円（材料費）
③パソコン講座～エクセル
と　き 7 月 1 日～ 9 月 9 日　毎週

青少年センター青年教養講座
1 青少年センター　21-6129

～ 9 月16日 19:00～20:30 計10回　
・毎週金曜コース（夜間）7月9日
～ 9 月17日 19:00～20:30 計10回

ところ ラ・ホール富士 4階軽体育室
対　象　市内在住・在勤の人（学生不可）
定　員　各30人（応募者多数の場合抽せん）
受講料　4,000円（保険料含む）
④シェイプアップボクササイズ教室
と　き 7 月 6 日～ 9月14日　毎週
火曜コース 19:00～20:30 計10回

ところ ラ・ホール富士 4階軽体育室
定　員　30人（応募者多数の場合抽せん）
受講料　 5,000円（保険料含む）

……　①～④とも　……
申し込み　 5 月25日～30日の9:00～
20:30に直接ラ・ホール富士へ

※代理申し込みについては 1人のみでき
ます。当せん者は病気など特別な理由
がない限りキャンセルできません。

と　き 7 月 6 日～ 9月28日　毎週
火曜日　19:00～21:00

ところ 日本製紙吉永工場体育館
内　容 バレーボールの基本
対　象 一般男女（初心者含む）
定　員 40人 受講料 2,000円
申し込み 5 月14日から受け付けま
す。はがきに住所、氏名、年齢、電話
番号、バレー歴を記入し、〒417-0055
永田町2-109-1 バレーボール協会
事務局　小林　方へ　152-6832

バレーボール教室
1 スポーツ振興課　55-2876

身体障害者生活支援センターくぬぎの里
障害者のためのパソコン講座

1 障害福祉課　55-2911

木曜日　19:00～21:00 計10回
対　象　市内在住・在勤の15～30歳で
エクセルのレベルアップをしたい人
定　員　10人（応募者多数の場合抽せん）
受講料　2,500円（材料費）
④エアロビクス講座
と　き 7 月 7 日～ 9 月15日　毎週
水曜日　19:30～21:00 計10回

対　象　市内在住・在勤の15～30歳の人
定　員　20人（応募者多数の場合抽せん）
受講料　無料
⑤ヤングカレッジ～Feel

フィール

と　き 7 月 2 日～10月 1 日　隔週
金曜日　19:00～21:00 計 8 回

内　容　会話、交流、仲間づくりの
ためのグループワーク

対　象　市内在住・在勤の15～30歳の人
定　員　20人（応募者多数の場合抽せん）
受講料　材料費実費

……　①～⑤とも　……
ところ 青少年センター（広見小西側）
申し込み　 5 月10日～28日に直接ま
たは往復はがき（ 1 講座 1 枚）に、
希望する講座名、曜日、住所、氏

ふり

名
がな

、生年月日、電話番号を記入し、
〒417-0862 石坂456-5 青少年セン
ターへ

※中・高校生不可。今年度初めて青少年セン
ターの講座を受講する人は、保険料500円
（年間）と利用者会費500円（年間）が必要。

ラ・ホール富士自主事業
1 ラ・ホール富士　53-4300

①実務に役立つエクセル中級教室
と　き 6 月30日～ 7月23日　毎週

水・金曜コース　計 8回
19:00～21:00

ところ ラ・ホール富士 7階 OAルーム
対　象 勤労者及び一般
定　員　20人（応募者多数の場合抽せん）
受講料　 1 万円（テキスト代含む）
②シニアライフのためのウィンドウズXP教室
と　き 7 月 1 日～29日　毎週木曜
コース　19:00～21:00 計 5 回

ところ ラ・ホール富士 7階 OAルーム
対　象　市内在住・在勤の50歳以上の人
定　員　20人（応募者多数の場合抽せん）
受講料　4,000円（テキスト代含む）
③エアロビクス教室
と　き
・毎週水曜コース（午前）7月7日
～ 9 月15日 10:00～11:30 計10回　
・毎週水曜コース（夜間）7月7日
～ 9 月15日 19:00～20:30 計10回　
・毎週木曜コース（夜間）7月8日

と　き　＜入門コース（ 6 日間）＞
○ 9 月 7 日～ 9 日、14日～16日
○10月12日～14日、19日～21日
○11月 9 日～11日、16日～18日

＜レベルアップコース（ 3 日間）＞
○ 6月15日～17日の午前、午後コース
○12月 7 日～ 9 日 ○12月14日～16日
各火～木曜日の13:30～15:30

※ 6 月のみ午前（10:00～12:00）も実施
ところ　身体障害者生活支援センターくぬぎの里
内　容　パソコン入門、インターネ

ット、メール、ワードなど
対　象　市内在住の身体障害者手帳
所持者（全日程に参加できる人）

定　員 各 4人（応募者多数の場合抽せん）
受講料　1,000円（資料代）
申し込み 各講座とも開催初日の 2
週間前（その日が祝日の場合はそ

と　き 5 月31日b 13:30～15:30
ところ ロゼシアター小ホール
内　容
・高校での取り組み
・「禁煙講座」受講生の体験発表
・職場での禁煙・分煙対策

対　象 禁煙・分煙に関心のある人
申し込み 5 月24日までに、電話ま

たはFAXで保健福祉センタ
ーへ　564-7172

健康ふじ21推進シンポジウム
～たばこ対策の取り組み～

1 保健福祉センター　64-8993

と　き　 6 月 6 日a 10:00～12:00
ところ　ラ・ホール富士 5階研修室
内　容 マイホームにかかわる法律、

マイホームの資金計画
定　員　150人程度　 参加費 無料
申し込み　 5 月28日までに直接また

は電話で商業労政課へ
※託児あり（要予約、無料）。
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ようやく気温も安定し、初夏らし
くなってきました。日差しが強くな
るにつれ、夏が大好きな私は「遊び
たい願望」まで強くなります。こと
しも海水浴、ビーチバレー、ゴルフ、
フットサルと頭の中はすでに夏真っ
盛りです。

人　口　242,772人 （前月比－357）
男　120,651人 （－198）
女　122,121人 （－159）

世　帯　85,696世帯（＋203）4月1日現在
編集・発行　富士市総務部広報広聴課
〒417-8601 静岡県富士市永田町1-100

10545-51-0123㈹　50545-51-1456

ところで、ことしの花粉は例年よ
り少なかったようですが、花粉が舞
う原因の一つに道路のアスファルト
化が挙げられるそうです。人間は便
利さを追求するあまり、大切なもの
（健康）を失ってしまうのですね…。
（ 6 年目にして初登庁を迎えたＨ）

昭
和
五
十
二
年
、
国
鉄
（
現
在
の
Ｊ
Ｒ
）
身

延
線
の
入
山
瀬
駅
西
隣
に
開
園
し
た
入
山
瀬
公

園
。
こ
の
年
の
こ
ど
も
の
日
に
、
大
勢
の
子
ど

も
た
ち
が
集
ま
り
、
公
園
内
に
設
置
さ
れ
た
Ｄ

51
型
蒸
気
機
関
車
（
愛
称：

デ
ゴ
イ
チ
）
の
引

渡
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
デ
ゴ
イ
チ
は
、

は
る
ば
る
北
海
道
か
ら
運
ば
れ
た
も
の
で
、
翌

年
に
は
、
そ
の
客
車
を
利
用
し
た
図
書
館
「
で

ご
い
ち
文
庫
」
も
公
園
内
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
か
ら
や
っ
て
き
た
「
デ
ゴ
イ
チ
」

▼昨年末、車体の化粧直しをして
きれいになったＤ51（デゴイチ）。

Ｓ
Ｌ
保
存
会
や
鉄
道
Ｏ
Ｂ
会
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
デ
ゴ
イ
チ
の
清
掃
や
部
品
へ
の
油
差

し
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
長
い
間
、
日
本
経

済
を
支
え
る
大
動
脈
と
し
て
走
り
続
け
た
デ
ゴ

イ
チ
の
勇
姿
を
、
近
く
で
眺
め
る
こ
と
が
で
き

て
う
れ
し
い
で
す
ね
。
作
業
を
し
て
い
る
と
、

鉄
道
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
ろ
の
思
い
出
が
よ

み
が
え
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
富
士
市

の
財
産
と
し
て
大
切
に
し
、
子
ど
も
た
ち
に
愛

さ
れ
続
け
る
存
在
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
清
掃
活
動
を

入山瀬公園ＳＬ保存会会長

下村　博
ひろ

俟
し

さん（右・久沢）
日本鉄道ＯＢ会富士支部長

井出　利
とし

巳
み

さん（左・伝法）

Ｄ51型蒸気機関車引渡式 
昭和52年5月5日 
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